
現状 
・手作業に頼る部分が多い 
・計測からデータ処理完了まで数週間 

１．自動計測とサブシステム 
  統合による効率化 

２．データ処理の 
  自動化・高速化 

Cp 

DLR F6 model, 90% scale 
AoA = 1.0 [deg], M∞ = 0.75 

データ生産性向上を目指した感圧塗料計測の自動化・高速化 
   航空本部 風洞技術開発センター 
   栗田 充、中北和之、満尾和徳 

Iref/I = A (p/pref) + B Stern-Volmer 式:  

低圧 
発光強度 大 

高圧 

発光強度 小 

PSP TSP 

Flow カメラ 光源 

1. 感圧塗料（PSP：Pressure-Sensitive Paint） 計測の原理と計測システム 

2. データ生産性向上の課題と対策 

開発目標 
• 準リアルタイムデータ処理 
• 生産性向上 
• 計測オペレータによる運用 

3. 改善結果 

基幹PSP計測システム 

・計測インターバル約1分を実現 
・計測インターバル時間内での 
 準リアルタイムデータ処理を達成 

3. オペレータ・フレンドリな計測システム 

誰でも使える最先端技術 

カメラ制御マスターPC画面

カメラ画像確認画面
PSP計測データベース画面

テストセクション・モニタ用カメラ画像

2. データ処理の高速化 1. 自動計測とサブシステム統合による効率化 

対策 

課題 

PSP/TSP塗装した 
DLR-F6模型 

     風洞での 
PSP計測システム 

PSP計測による 
DLR-F6模型上の 
圧力分布計測結果 

風洞技術開発センターでは大型風洞での実用試験向けに、光学的圧力分布計測技術である 
PSP計測システムの運用と高機能化を進めています。 

カメラ制御用スレーブPC

カメラ制御用マスターPC
PSPオペレータによる計測設定

計測画像監視

遷音速風洞制御卓

データ処理用PCハイブリッド風洞DAHWIN
（PSPデータ出力連携）

トリガソース

試験ケース情報、計測画像情報
（カメラ設定情報）

PSP計測画像

PSP計測画像
試験ケース情報
計測画像情報
風洞計測データ

風試ケース情報

TTLトリガ

PSP
計測結果

通信サーバ

風洞計測データ

計測画像モニタ

Hub

試験ケース情報
計測画像情報

PSP
計測結果

：共有フォルダ

(実線)：LAN
(鎖線)：トリガ信号

(データ名称) ：データ保存場所

光源トリガ

メカシャッタ
トリガカメラトリガ

トリガ信号ボックス

（赤）：カメラ制御系

（青）：データ処理系

（緑）：風洞制御卓系

（橙）：DAHWIN系

・カメラ制御系、データ処理系の自動化 
・サブシステムのEthernet結合と計測情報の共有 

・基準点マーカの自動認識 
・大規模行列計算の高速処理 

・風洞業務一括請負体制下でのPSP専門家 
 ではない計測オペレータによるシステム運用 

３．オペレータ・フレンドリ 
  な計測システム 

基幹PSP計測システム 
技術確認風洞試験 
2m×2m遷音速風洞でのDLR-
F6模型を用いたPSP計測試験 

基幹PSP計測システムでのカメラ制御システム 基幹PSP計測システムでの風洞試験進行イメージ 

模型姿勢静定

カメラ計測開始

圧力計測終了/
データ転送

圧力計測開始

結果ファイル出力

カメラ計測終了

データ転送

トリガ

データ処理終了

データ処理開始

約52秒

約2秒

約42秒

約１分

約１分間隔の
計測インターバルを可能に

約１分

（風洞側計測） （PSP計測） （PSPデータ処理）

＜試験ケース①＞

＜試験ケース②＞
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